
　　

岐阜連携都市圏を知ろう！⑥

■人　口：18,477人
■世帯数：7,434世帯
■面　積：5.18k㎡
　　（平成30年4月1日現在）

北方町

問北方町総務課
　℡058-323-1111

　北方町は岐阜県の南西部に位置し、東西1.85km、南北
4.2kmと町全体が南北に細長い形をしています。明治22
年の町村制の実施に伴い北方町としてスタートして以来、
130周年を迎えます。古きよき伝統や文化を守りながら、
生活の根幹となるライフラインを整備
するとともに、教育や社会福祉をはじ
めとする、住民の住環境の整備を積極
的に推進したことにより、現在は人口
密度が県下一となっています。

　北方町は、伝統にはぐくまれた歴史と文化の町として、多くの貴重な文化財など
があります。弘法大師が弘仁2年に創建したという円鏡寺は、霊験あらたかな寺と名
高く、国の指定重要文化財である木造聖観音立像や木造不動明王立像、円鏡寺の楼
門などが奉納されています。
　また、いつまでも住み続けたい町として、公園などの身近な緑地空間の整備にも
力を入れています。深い沼であったところが一晩（夕べ）にしてすっかり池に変わっ
たという伝説が残っている夕べが池は、岐阜県の名水50選に選ばれています。現在
では夕べが池自然公園として、散策路やあずまやが整備され、休日には家族連れな
どでにぎわう自然あふれる公園として親しまれています。

5月2日、3日 北方まつり（北方町商店街） ▼北方を守る神様に町民の安全と健康を願い、各町内から十数台のみ
こしが練り歩きます。

11月 ふれあいまつり（北方町防災公園） ▼特産品の販売や、バザー、楽しいショーなどが開催されます。

3月　第2日曜日 かいこまつり（北方円鏡寺公園） ▼縁起物の猩
しょう

猩
じょう

を乗せた山車が、豊作・商売繁盛・家内安全を願っ
て町内を練り歩き、餅まきが盛大に行われます。

町勢データ

主なイベント

　
星
供
は
、
真
言
宗
の
開
祖
弘
法
大
師
空

海
が
唐
か
ら
持
ち
帰
っ
た
お
経
を
経
典
と

し
て
行
う
加か

持じ

祈き

祷と
う

で
、
そ
の
年
の
厄
を

は
ら
い
、
息
災
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
祈
願

し
ま
す
。星
供
は「
本
命
星
」「
元
辰
星
」「
当

年
星
」そ
れ
ぞ
れ
の
星
を
供
養
す
る
こ
と

に
由
来
し
ま
す
。

行
事
内
容

《
準
備
》

　
星
祭
で
は
、
1
月
27
日
に
導
師
が
護
摩

業
を
行
い
、そ
れ
か
ら
7
日
間
の
食
事
は
、

精
進
料
理
を
食
し
ま
す
。
お
堂
で
、正
面

に
星
供
曼ま
ん

荼だ

羅ら

を
掛
け
、そ
の
前
に
紙
で

作
っ
た
3
体
の
幡は
た
を
立
て
ま
す
。

《
星
祭
》

　
2
月
3
日
の
10
時
に
、
護
摩
祈
祷
を
し

ま
す
。

　
続
い
て
、節
分
会
祈
願
文
を
読
み
上
げ
、

参
詣
者
に
護
摩
札
を
配
布
。
参
詣
者
が
屋

外
に
む
け
て
、「
鬼
は
外
」と
唱
え
な
が
ら

升
に
入
れ
た
豆
を
ま
き
ま
す
。

　
な
お
、
三
光
寺
は
古
く
か
ら
修
験
道
の

一
院
で
し
た
が
今
で
は「
あ
じ
さ
い
の
山

寺
」と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
報
告
書
に
は
梅
原
の「
大
本
寺
の
星
祭
」

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市
無
形
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
は
、
市
内

の
小
中
学
校
、
図
書
館
、
中
央
公
民
館
、
地

区
公
民
館
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

■
実 

施 

日　

�

立
春（
2
月
3
日
頃
）の
前

日

■
実
施
場
所　

�

三
光
寺

市
内
に
は
、
先
人
が
築
き
、
大
切
に
守
っ
て
き
た
伝
統

的
な
祭
り
や
民
俗
芸
能
な
ど
の
無
形
民
俗
文
化
財
が
多

数
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
の
宝
で
あ
る

民
俗
芸
能
や
行
事
に
つ
い
て
、「
岐
阜
県
山
県
市
無
形

民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
」か
ら
紹
介
し
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課　
℡
22-

6
8
4
5

山
県
市
の

祭
り
と

民
俗
芸
能

　　 連　載 　　

三
光
寺
の
星
祭（
星ほ
し
供く

）

（
美
山
地
域
　
富
永
）

04

岐阜市
北方町

笠松町

本巣市

瑞穂市

山県市

岐南町

町制施行130周年ロゴマーク

ふれあいまつりの様子
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や
ま
が
た
秋
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

　
11
月
3
日
、
椿
野
は
じ
か
み
林
道
に
お

い
て「
や
ま
が
た
秋
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
」を
行
い
ま
し
た
。
コ
ー
ス
は
旧

馬
術
競
技
場
か
ら
は
じ
か
み
林
道
頂
上
ま

で
の
約
3
㎞
で
す
。

　
秋
晴
れ
の
中
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
仲
間
な

ど
1
7
0
人
ほ
ど
の
参
加
が
あ
り
、
紅

葉
の
始
ま
り
か
け
た
林
道
を
40
分
か
ら
1

時
間
か
け
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
頂
上
で
は
山
県
市
観
光
協
会
に

よ
る
豚
汁
も
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は「
ず
っ
と
上
り
坂
で
疲
れ
た

が
豚
汁
を
飲
ん
だ
ら
元
気
に
な
っ
た
」「
頂

上
付
近
の
眼
下
に
広
が
る
山
々
は
絶
景

だ
っ
た
」と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

　

解
散
後
は
古
城
山
へ
登
山
す
る
人
や
、

林
道
を
歩
い
て
戻
る
人
な
ど
自
分
に
合
っ

た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ス
タ
イ
ル
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　
は
じ
か
み
林
道
も
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

ス
の
ひ
と
つ
に
取
り
入
れ
る
の
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。

山
県
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
2
0
1
8

　
11
月
25
日
、
山
県
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
協
会
の
主
催
に
よ
り
、
山
県
市
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
1
8

が
伊
自
良
南
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
校
庭
で
は
、
山
県
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
協
会
主
催
に
よ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
、体
育
館
で
は
、卓
球
バ
レ
ー
や
パ
ッ

ク
イ
ン
25
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
の
体
験

コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
あ
り
、
約
1
5
0
人
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
後
半
に
は
、
ス

ポ
ー
ツ
吹
矢
の
体
験
会
が
行
わ
れ
、
大
人

だ
け
で
な
く
子
ど
も
た
ち
も
夢
中
に
な
っ

て
矢
を
吹
い
て
い
ま
し
た
。

岐
阜
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究
大
会

　
12
月
8
日
、
多
治
見
市
に
あ
る
バ
ロ
ー

文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
岐
阜
県
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
研
究
大
会
が
行
わ
れ
、
県
内
の
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
約
5
0
0
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
始
め
に
功
労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
山

県
市
か
ら
は
伊
自
良
地
区
の
棚
橋
知
子
委

員
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
笹
川
ス
ポ
ー
ツ
財
団
の
主
席

研
究
員
で
あ
る
澁
谷
茂
樹
さ
ん
に
よ
る
、

ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
分
科
会

が
あ
り
、
関
市
の
研
究
発
表
会
に
参
加
し

ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
だ
よ
り
問
生
涯
学
習
課　
℡
22-

6
8
4
5
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